
お母さんの笑顔   

 

 さわやかな５月を迎えました。これまで泣いてお母さんを恋しがっていた子ども達も、

少しずつ園の生活に慣れ、かわいい元気な声が園のあちこちから聞こえるようになってき

ました。この１ケ月、子どもを励まし、なだめ、お家の皆様にもたくさんのご協力をいた

だきました。本当にありがとうございました。 

 さて、突然ですが、子どもにとって、一番嬉しいのは、お母さんの笑顔です。５月にな

ると、いつもこの話を思い出します。 

 Ａ組のＮちゃんという女の子が、５月の連休の前に、ぽつんと言いました。 

Ｎちゃん「先生、私、お出かけ好きねん。」 

先生  「そうやね。（そうだよね。みんなで車に乗ったり、いろんな所に行って楽し

いよね）」 

Ｎちゃん「なんでって、お出かけしとるとき、ママ、ニコニコしとるもん！」 

先生  「・・・・・・」 

このお話を聞いてぐっと胸に詰まるものがありました。 

Ｎちゃんの話から、子どもは、お出かけしておいしいものを食べたり、何かを買っても

らったりするのも嬉しいけど、何より嬉しいのは、お母さんの笑顔なんだと教えられまし

た。 

笑顔の絶えないお母さんの子どもは、自然に明るく元気な子どもに育っていくように思

います。子どもは、心のエネルギーが満たされると、安心して新しいことに向かっていけ

ます。この意欲が、「やればできるんだ」という自信につながっていくのだと思います。 

子どもにとって、お母さんほど大切な人はいませんから、お母さんの顔色に、子どもは

特別な思いを持っています。とても敏感です。お母さんがいつも眉間にしわをよせている

と、子どもはとても緊張し、不安な気持ちになってしまいます。いつもお母さんの顔色を

うかがってしまいます。 

逆に、いつも明るく笑顔の絶えないお母さんなら、子どもは安心して、のびのびと自分

の事に集中できます。 

お母さんの笑顔は、ほんとうに、子どもの安全基地です。風が吹こうが雷が鳴ろうが、

火の中、水の中・・・（ちょっと大げさですが）。お母さんが笑顔でさえあれば、子どもは

安心しています。火事で２階にいる子を、下にいるお母さんが手を広げて、「おいで！」と

言えば、子どもは間違いなく、とび降りる、といいます。お母さんの存在は、絶対です。 

いらいらしたら、深呼吸して、ちょっとお茶でも飲んで、子どもの前では笑顔を心がけ

たいものですね。また、お父さんや家族の方は、お母さんがいつも笑顔でいることができ

るよう、サポートしていただければと思います。長い連休が始まります。田植えで忙しい

お家も、いろんなお家がありますが、どのお家のお母さんも、笑顔で過ごせます様にと願

っています。 

 

 


